
横浜市訪問介護連絡協議会 令和２年度 第８回幹事会 

場所 Zoom による web 会議 
日時 令和 3 年 2 月 16 日（火）18：30～19：40 
議題 （1） 資格取得支援事業申請状況（横浜市）  

（2） 多職種連携委員会研修について 
（3） 新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス利用者の感染症対策について 
（4） YHK のホームページについて 
（5） その他 

出席者 
（敬称略） 

＜役員＞佐藤・細川・澤田・芳原・真壁・斎藤・笠原・新井・正木・浅田・北村・水梨 
＜各区代表・幹事＞（事業所名略）鶴見区：本間、田村 神奈川区：木俣 西区：神崎        

中区：岩本、佐藤 南区：花摘 瀬谷区：永原 金沢区：山口、栄区：福田  
都築区：青柳  
欠席区：保土ヶ谷区、泉区、戸塚区、港北区、青葉区 

 
議題 （1）資格取得支援事業申請状況（横浜市） 

 ・1/末現在、養成機関において 1082 名が受講し、2/12 までに 62 名が申請した。受講

者はある程度いるが訪問介護を希望する者は少ない。保険や車の営業にこの事業のリ

ーフレットを配り、協力を依頼している会員もいる。     
（2）多職種連携委員会研修について 
  ・日時：2 月 25 日（木）13：30~15：00（13：00~入室可） 
  ・内容・形式：「場が人を育てる」（コミュニケーションの重要性） 
         前回の研修と同様の web による形式 
  ・講師：自動車技術会 フェロー 関東支部顧問 新井 康久 氏 
  ・申込：2/16（火）締切 2/18 受講者に URL 送信 2/24,25 再送信する。 
  ・エントリー方法：YHK ホームページより受講者が直接申込み。 
  ・受講者職種：YHK 会員の他、ケアマネ等多職種連携会員 
  現在 42 名申込、明日 9 時までに申込を受付ける。 
（3）新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス利用者の感染症対策について 
  （横浜市健康福祉局 介護事業指導課からの令和 3 年 2 月 10 日付の書面について） 
  ・年末から 1 月にかけて利用者、ヘルパーの中で感染者が出てきたので、対応につき 
   横浜市と打合せを行い、上記の文書が発信となった。 
  ・ヘルパーが濃厚接触者になった場合 2 週間休まなければならない。→対策は。 
  ・感染者がマスクをしていたかが重要、ヘルパーがマスクをしており、利用者もマスク

をしていたならば濃厚接触者とならない可能性が高い。市からも利用者にマスクを着

けるよう通達してもらえば、介護関係者からも着用を言いやすい。利用者に上記の文

書を利用し知らせていくと良い。 
（4）YHK ホームページについて 
  ・ブログコーナーを、月 2 回を目途に、幹事を含め持ち回りで書いてほしい。 
（5）その他 

① 総会準備について 
5 月に予定、書面での手続きとなる。基調講演は淑徳大学教授の結城康博氏 
「法改正と今後の訪問介護について」話をしてもらう予定である。 



② 次期役員について 
役員会から声掛けお願いする。できるだけ多くの区から入ってほしい。 

③ 協議会規約の見直しについて 
総会で規約の改正を審議してもらうこととなる。 

④  幹事会参加についてのアンケート 
Zoom を利用した会議の場合出席率が低い。そこで幹事にアンケートをとった。 

   意見としては 
  ・Zoom を使えない人がいる。 
  ・夜の訪問があり、登録がいないので行かなければならない。 
  ・幹事会の会場まで離れているので、Zoom の方が良い。 
  ・時間が合わない。 
  ・たまには顔を合わせた方が良い。 

⑤ その他 
・鶴見区：ホームページを利用し、研修動画掲載と事業所の紹介を行っている。また 
     区で有料の Zoom アカウントを持っており、部会長は Zoom で会議を行って      
     いる。 
・金沢区：2/10 の合同研修は 150 名参加予定であったが、中止となった。 
・都筑区：役員会は LINE でミーティングを行っている。定期巡回は無料の ID を 
     利用している。 
・タブレットを会社で用意してもらい、担会等がリモートでできる環境を作っていく 
 必要がある。 
・会場開催とリモートをあわせて会議ができると良い。 

配布先 上記出席者及び欠席区幹事 

次回開催日 未定 

 


